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研究用試薬

抗 ヒトマクロファージ (CD68) モノクローナル抗体 
(Clone No. PM-1K) 

 
 
マクロファージは骨髄で造血幹細胞から分化した後、単球を経て形成され、全身の組織に分布して

いきます。脊椎動物の自然免疫と獲得免疫において、単球やマクロファージは細胞残渣や細菌などを

貪食消化する異物排除機能を示すのみならず、免疫応答において抗原提示細胞の役割を果たし、リン

パ球やその他の免疫細胞を活性化します。 
マクロファージは、CD68 に代表される単球／マクロファージに特有なタンパク質の存在により同
定が可能で、なかでも抗 CD68 抗体はマクロファージの検出に広く利用されてきました。CD68 は、
LAMP ファミリーに属し、単球とマクロファージ系細胞に幅広く発現する 110 kDa の膜糖タンパク
質です。 

PM-1K抗体によって検出される抗原の分子量は 110-kDa であり、本抗体を用いた免疫沈降で得ら
れる抗原は KP-1、PG-M1 などの抗 CD68 抗体によって認識されます。以上のことから本抗体は 
CD68 を認識する抗体であることがわかっています。 
本抗体はヒト単球ならびに組織マクロファージを認識しますが、ヒト以外にモルモットのマクロフ

ァージに対して強い交差性を示すほか、ブタ、ウシ、サルにも交差性を示し、これらの動物モデルに

おける CD68陽性マクロファージの同定に有用です。 
 
容量 50μg (200μL/ vial) 
形状 マウスモノクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化タンパク質） 0.1%Proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて低温保存されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

サブクラス IgG2b,κ 
製造方法 子宮内膜症患者の腹腔細胞によって免疫した BALB/c マウスの脾臓細胞とマウスミ

エローマNS-1細胞を融合して得たハイブリドーマを BALB/ｃマウス腹腔内で増殖させ、

腹水を採取。採取した腹水より ProteinG アフィニティーカラムにて精製。 
使用濃度 免疫染色: 10μg/mL 

 

左; ヒト脾臓凍結切片： 

赤脾髄のマクロファージが陽性 

右; モルモット小腸パラフィン切片： 

固有層のマクロファージが陽性 
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細胞病理学分野 
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【陽性を示すヒト器官・細胞】 

器官・細胞 分布 器官・細胞 分布 

心臓 筋内 Mφ リンパ節 濾胞 Mφ 
傍皮質 Mφ 

肺 肺胞 Mφ 膵臓, 唾液, 甲状腺, 

副腎, 膀胱, 前立腺, 

気管 

間質内 Mφ 
粘膜固有層 Mφ 

肝臓 クッパー細胞 

肺胞中隔 Mφ 
皮膚 皮膚 Mφ 

ランゲルハンス細胞 

腎臓 間質 Mφ 
尿細管上皮 

血液単球 血液単球 

脾臓 赤脾臓 Mφ 
白脾臓 Mφ 

血中好中球 血中好中球 

胸腺 皮質 Mφ 
髄質 Mφ 

骨髄系細胞株 THP-1 
MonoMac6 

Mφ: マクロファージ 
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